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シンポジウム論文 シナリオアプローチの類型と

ライフスタイル研究への適用性

田崎 智宏†･金森 有子 ･青田 綾 ･青柳み どり

摘 要

シナリオを用いて将来を洞察するアプローチが近年になって増加しており,持続可能な

消費やライフスタイルの研究においても同様の状況にあるOしかしながら.ビジネス戦略

を策定するためのシナリオアプローチをそのままライフスタイル研究に適用できるかは

自明ではなく.既存のアプローチの十分な理解とライフスタイル研究の特徴と目的をふま

えた適用が求められると考えられる｡

本研究では.既存のシナリオアプローチの類型を整理したうえで,環境問題ならびにラ

イフスタイル･消費研究へのシナリオアプローチの適用事例をレビューし,それぞれへの

シナリオアプローチの適用の特徴と適用性について考察を行った｡その結果,ライフスタ

イル ･消費へのシナリオアプローチの適用には賛札 個別定量化.創発の3つの方向性が

あると考えられた｡他方.各方向性にそれぞれの課題がありそれらの課題克服に向けた知

識や経験の積み重ねが求められること,さらに,現実的な作業量の範灘で多種多様なライ

フスタイルを描写することや,多様な価値観への配慮から規範的要素の取り入れが弱くな

りがちであること.ライフスタイルだけでなく社会の状況も重層的に描写すること,ライ

フスタイルの概念を唆味にしないこと.シナリオ作成作業の参加者の多様性を確保するこ

と.定量情報と走性情報の有効な組み合わせ方を検討することといった共通的な課題があ

ることが示された｡
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1.は じ め に

1992年の地球サミットで策走されたアジェンダ

21において,持続可能な消費形態への転換が求め

られることが提示されてから20年が経過したOそ

のF乳 様々な取組が国際レベルから個人レベルまで

行われてきたo例えば,国際レベルでは,2002年

のヨハネスブルグサミットの行動計画を受けたマ

ラケシュ プロセスにおいては｢持続可能なライフ

スタイル ･タスクフォース｣が設置され活動を行っ

ている (詳しくは,青柳1)などを参照｡その他 学

術的な近年の動向を整理したものとしてJackson2).

国レベルでの取組として英国の取組3)などがある)0

しかしながら.現在の先進国における消費形態やラ

イフスタイルが持続可能でないという認識はまだ

根強く残っており,さらなる取組が求められている

ところである (例えば.リオ+20の成果文章4)杏

参照)｡

一方,環境分野を含め.近年,シナリオを用

いたアプローチが多用されつつある (Varumand

Melo5)による1945-2006年の論文レビューを参

照O本稿では.シナリオ作成 ･描写.シナリオ分析,

シナリオ･プランニングなど.シナリオを用いる手

法を包括する表現として ｢シナリオアプローチ｣と

いう用語を用いる｡また,｢シナリオ｣とは,ある

特定の将来の状態を,場合によってはそこに至る要

因や状況とともに,整合的に記述したものと定義す

る71-10 この社会背景としては.(1)社会変化の速

度が増加 し,また,将来の見通しが不透明になる

ということに加えて.(2)漸進的 (インクリメンタ
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